
令和３年度加曽利貝塚調査研究事業報告

事 業 実 績 等

加曽利貝塚
発掘調査

発掘調査（16次）
　調査期間　令和３年８月３日～11月27日
　調査面積　1,669㎡
　調査地点　南貝塚中央部

地中レーダー探査

中長期的な発掘調査計画を策定するための基礎データの収集を目的に早
稲田大学考古学研究室に委託して実施した。
　調査期間　令和３年８月９日～令和３年８月１８日
　調査地点　南貝塚（H12～14、I13～15、J13～15、K13・15グリッド）

現地見学会
発掘調査現場を公開し、調査担当職員による説明を行った。
　開催日　令和３年１１月２７日
　参加者　２６０名参加（事前申込制）

千葉市遺跡発表会
での成果速報

加曽利貝塚の発掘調査について報告した。
　開 催 日　令和4年２月２７日
　開催場所 千葉市生涯学習センター
　参 加 者　78名参加（事前申込制）

加曽利貝塚発掘調査
成果の速報展示

令和３年度調査成果の速報展示
「加曽利貝塚令和３年度発掘調査速報展」
　開催期間　令和４年３月１日～３月３１日
　開催場所　千葉市埋蔵文化財調査センター
※加曽利貝塚博物館では令和４年4月12日～7月3日に展示予定。

発掘資料の
整理・調査・
研究

令和２年度に引き続き、平成29～令和元年度の加曽利貝塚14次発掘調査の
整理作業を行った。令和５年度報告書刊行予定。
　実施期間　令和３年４月～令和４年３月
　実施内容　遺物拓本・実測、遺構図作成

令和３年度の加曽利貝塚16次発掘調査の基礎整理作業を行い、成果の一
部を遺跡発表会で報告するとともに、加曽利貝塚博物館での速報展示に展
示する資料の抽出を行った。
　実施期間　令和４年１月～２月
　実施内容　遺物水洗・注記・分類、遺構全体図作成

貝塚関連資料
整理・調査・研究

市内遺跡出土動植物遺体・貝サンプル分析・研究、県内貝塚調査・分析、市
内主要貝塚資料整理、県内貝塚資料・情報収集、加曽利貝塚関連資料収
集、貝塚関連寄贈資料の調査等を行った。

縄文土器の製作技術
に関する調査研究

令和２年度から引き続き、縄文土器製作技術研究員による加曽利貝塚出土
土器の観察を行い、土器製作技術の分析研究を進めた。

第１回　開 催 日　令和３年１０月８日
　　　　 開催場所　千葉市立加曽利貝塚博物館多目的室
　　　　 参加委員　高橋部会長・谷口副部会長・設楽委員
　　　　 議　　題　　部会長および副部会長の選任について
　　　　 報告（１）   令和3年度発掘調査進捗
               （２）   北貝塚住居跡群観覧施設展示改修成果報告

第２回　開 催 日　　令和４年３月17日
　　　　　開催場所　 千葉市ポートサイドタワー6階602号会議室
                         （ZOOMによるオンライン開催）
　　　　　参加委員　 高橋部会長・谷口副部会長・設樂委員
　　　　　報告（１）　　令和３年度加曽利貝塚調査研究事業報告
　　　　　報告（２）　　16次調査（令和３年度）の発掘調査について
　　　　　報告（３）　　14次調査（平成29～令和元年度）出土品整理
                         について
　　　　　議　　題　　令和４年度以降の発掘調査計画について

主 な 事 業

加曽利貝塚関連資料
整理・調査・研究

加曽利貝塚調査研究部会
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事 業 実 績 等主 な 事 業

報告資料１

縄文文化
調査研究

研究紀要刊行

『貝塚博物館紀要』第48号　　令和4年３月下旬刊行（600部）
≪掲載内容≫
小林謙一・小林尚子・尾嵜大真・大森貴之・米田　穣
　　　　千葉市内野第１遺跡縄紋土器付着炭化物の炭素14年代
         測定
田村　隆
　　　　縄紋式社会の土器づくり(１)
戸村　正己
　　　　「縄文土器の製作技法を探る」(2)‐加曽利E式土器の成形‐
　　　　‐土器破断面に記された“積上げ角度” “接着度合い”‐
木口　裕史
　　　　加曽利貝塚の縄文人は貝刃で土を掘ったのか？

加曽利Ｅ式土器
の集成

加曽利Ｅ式土器の集成と研究を博物館の研究テーマとして位置付け、今年
度は平成30年度に引き続き千葉市内出土の加曽利Ｅ式土器の集成を行っ
た。
その成果に基づき、企画展「あれもＥ これもE －加曽利E式土器　千葉市編2
－加曽利EⅣ式土器とその末裔たち－」を開催した。
　展示期間　令和４年１月８日～令和４年３月６日
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